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研究成果の概要（和文）：　本研究では、これまで自然科学的・社会科学的な対象となっていなかった魚拓を、
市民科学の観点から見直し、過去の自然史情報の有用性を示した。釣り業界、特に「釣具・釣餌店」及び「釣
船」の店舗において所有されている魚拓情報を収集し、その属性情報に基づき統計解析を行った。この結果、釣
り業界における魚拓の保有限界はおよそ50年で（急減は1985年から）、それ以上の時間が経過したものは喪失さ
れていくことが示唆された。しかし、その他の施設等においては50年以上を経過した魚拓が保有されている可能
性は依然として残っている。また、魚拓のみに基づく外部形態及びDNA解析による種同定も試行し、その可能性
が明示された。

研究成果の概要（英文）：The Japanese cultural art of gyotaku, which means “fish impression” or “
fish rubbing” in English, captures accurate images of fish specimens, and has been used by 
recreational fishermen and artists since the Edo Period (the oldest known gyotaku was made in 1839).
 Gyotaku images often include distributional information, i.e., locality and sampling date. To 
determine the extent and usefulness of these data, field and questionnaire surveys targeting leisure
 fishing and boating stores and museums were conducted. Based on the result of a state space model, 
the peak number of gyotaku stocked at the leisure fishing shops was made in 2002, while ones made 
before 1985 were much fewer. The present study demonstrates the validity of examining gyotaku for 
historical biodiversity information. Additionally, validations of the identifications sourced from 
the gyotaku sheets have been also attempted by external morphology and molecular analyses.

研究分野：保全生態学

キーワード： 魚拓　Citizen Science　過去の生物多様性情報　博物館資料　種同定　釣り業界
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、現在では取得不可能な過去の生物多様性情報を、残されている市民が所有する資料・史料から発掘と
再構築を試みたものとして位置づけられる。とりわけ、水圏生態系の不健全化の進行は地球レベルで起こってお
り、日本も例外ではない。不足する過去の生物多様性情報の充実と整理は、適切な生物多様性保全の施策や再生
の目標を掲げるうえで欠かせない。
　また、Citizen Scienceのプロジェクトでは、広域・大規模 データの取得を目的とするものが主体で、市民が
その参加によって科学への貢献に繋がることを明確に意識されている。本研究では市民が科学的な貢献を意図し
ない生物多様性情報も科学に貢献し得ることを明示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) Citizen Scienceと生物多様性情報学の連関 
生物多様性保全は地球規模において喫緊の課題であり、官民一体となった取り組みが急務で
ある。その保全や再生の目標を設定するにあたり、生物多様性が最高水準にあった過去の生物多
様性の状況が極めて重要な参照情報となる。しかし、過去の生物多様性情報の取得は、現在では
博物館標本・科学論文・自治体の資料等に極めて限定された入手方法によるしかない。日本をは
じめとする多くの国々では、過去の生物多様性情報が少ないもしくはまったく存在しない地域
も珍しくなく、博物館標本・科学論文・自治体の記録に拠らない過去の生物多様性情報の取得方
法の開発が重要な役割を果たす可能性がある。 
 特に生物多様性分野では、世界的に Citizen Scienceという新興の学術領域が注目を集めつつあ
り、2013年に新たな国際学会が創設された（Citizen Science Association）。Citizen Scienceは、世
界的に僅かしかいない専門家の力では不足しがちなデータ取得を、世界の大多数を占める市民
の力を借りて大規模に行なう試みである。このプログラムは専門家の主導と計画立案のもとに
よって、科学の発展に寄与する（科学論文の出版に繋げる）ことが重要な目標の一つであるとと
もに、参加者への普及教育や、研究で得られた成果を政策立案等に還元することによって、社会
の発展にも貢献し得る。しかし、Citizen Scienceは、サンプリングバイアスやデータの質の保証
という大きな二つ解決すべき課題を抱えている。（e.g., Dickinson and Bonney, 2012）。 
 日本の博物館は、博物館法によって資料の収集・調査研究・教育の大きな 3つの使命を課され
ており、これがまさに Citizen Scienceの実行・推進に合致する。 
 
(2) 危機的な水圏生態系に生息する絶滅危惧魚類 
 水圏生態系は人類の直接的・間接的な影響を受けやすく、世界的に最も生物多様性の喪失が著
しいことがMillennium Ecosystem Assessmentや Convention on Biological Diversity等で評価されて
いる（ME, 2005; CBD, 2010）。日本でも、ダムや堤防の建設、汚水の流入、氾濫原湿地の農地開
発、外来生物の侵入等の影響を受けて、水圏生態系の生物多様性は現在までに大きく損なわれた
ことに疑問の余地はない（e.g., 鷲谷，2008；松田，2012；川那部・水野，2013）。 
 水圏生態系において栄養段階の高い魚類は、キーストーン種やアンブレラ種を多く含む可能
性のある分類群であるとともに、日本人の魚類への関心の高さ（佐々木，2006；小林・佐々木，
2008）から象徴性の強い分類群でもあると考えられる。 
水圏生態系の不健全化の進行を裏付けるように、日本産淡水魚類はいまやその過半数が環境
省レッドリストに掲載されている（環境省，2013）。遊漁者に釣りの対象魚として人気の高い魚
種、例えばアカメ、アオギス、イトウ等も含まれ、象徴種として扱う地域も存在する（石川，2010）。 
 
(3) 遊漁者に普及する釣獲記録としての魚拓 
 日本の遊漁者は、江戸時代より釣った魚に墨を塗って紙に魚体を複写して保存する「魚拓」と
いう、釣った魚の記録保存を行なってきた。自然史の観点から、漁獲された場所と年月日が記さ
れているのが普通であり、生物分布記録として扱える情報である。その起源は不明であるとされ
るが、近隣国には魚拓が存在しないことから、日本独自の文化であると考えられている（檜山，
1964）。現在では、国内全域の釣具店で魚拓が見られるだけでなく、「カラー魚拓」という芸術的
な価値を付与された技法が開発されるなど、その文化の広がりが見て取れる状況にある（e.g., 永
田，1960；清水，1975）。現存する最古の魚拓は、1839年 2月末に東京都墨田区錦糸町付近で釣
られたフナ属魚類のものとされ、山形県鶴岡市郷土資料館に残っていることが知られる（中嶌，
2005）。 
しかし、多くの古い魚拓は既に失われている可能性があるだろう。実際に、筆者が宮崎県一ツ
瀬川の河畔に位置する小規模な釣具店を訪ねた際に、現在では既に当該河川からの記録が途絶
えているアカメの魚拓が店内に張り出されているのを発見した。しかし、店主は 70代後半の高
齢の女性で、旦那（元主人）が亡くなってからも続けている店であるが、店仕舞いも考えており、
その場合、魚拓などは廃棄されることになるだろう、という旨を聞き取りした（2015 年 6 月）。
釣具店の閉店や個人の死去によって失われる可能性の高い自然史資料でもあり、特に少子高齢
化が進む地域ではその情報保存が急務と考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、これまで自然科学・社会科学的な対象となっていなかった魚拓を、魚類学における
比較研究にもとづいて情報化し、自然史科学の新たな分野を開拓する。市民が所有する魚拓原本
あるいはそれらの複写物を文化的自然史資料として把握し、博物館資料として収集しつつ「ＷＥ
Ｂ魚拓データベース」を作製する。その成果から市民が抱えてきた未開拓の過去の生物多様性に
関する一次情報を発掘することが可能となる。市民保有のまま死蔵・放棄・廃棄されてきたデジ
タルではない形態の情報であっても、新たな視点からの比較研究により、地域ごとの魚拓の対象
種の相違が明らかとなり、時間経過とともにどのように変化・変遷してきたかが定量的に判断可
能となることが期待される。 
自然史博物館へ魚拓に関連する資料を収集・保管し、一部資料についてはＷＥＢを介して公開
し、研究成果を反映させることにより、生物多様性保全の理念および文化財的資料の自然史資料



としての価値の普及教育を実施する。資料の収集・研究・教育の博物館の機能を活かし、市民へ
の研究成果のフィードバック（教育）の体系化も併せて図る。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 生物多様性情報としての魚拓の発掘 
タウンページに「釣具・釣餌店」及び「釣船」のカテゴリーに掲載されている店舗を対象とし
たアンケート調査とフィールド調査を実施した。日本列島における“魚拓相”を広く把握するこ
とが最終的な目標であるが、とりわけ環境省（2013）のレッドリストに絶滅危惧種として選定さ
れたアカメ・アオギス・イトウの各種の個体群絶滅が示唆される地域を含む宮崎県・東京湾・北
海道を主なフィールドとして選定した。 
日本の北限と南限にあたる地域を中心に釣具店や飲食店を踏査するとともに、上記の各 3 地
域における釣具店にアンケート調査を実施し、その後、魚拓の所有があり、なおかつ調査可能と
いう返答があった店舗を対象に魚拓の複写を行った。複写した画像データから魚類が採捕され
た時間と場所等の属性情報を抽出し、魚類の分布記録を整理するとともに、状態空間モデルによ
る時系列分析を行った。 
また、現在知られている最古の魚拓を含む江戸時代末期から明治期の魚拓が保管されている
山形県鶴岡市・酒田市の博物館施設において、その質と量を調査し、情報の整理を試みた。 
 
(2) 魚拓のみに基づく同定の試行 
 市民が保有する魚拓の属性情報には、魚名が付随していないものや、複数種を指す地方名で湿
されているものも含まれていた。魚拓を過去の生物多様性情報の証拠資料として用いる場合、魚
拓のみに基づく種同定が可能でなければならない。 
魚拓化されることによって外部形態が抽象化され、同定にできる情報は著しく減少してしま
う。魚拓資料からであっても同定が可能となる種群とは、鰭条数や外部形態の僅かなプロポーシ
ョンの差異ではなく、鱗数で識別可能なグループが該当すると推察される。この仮説に基づき、
全国的な釣り人の対象魚として代表的なタイ科魚類のうち、マダイ・クロダイ・キチヌを対象と
して、また、得られた絶滅危惧種の魚拓情報のうち特にその同定の正確性を明示することが保全
上重要となるアオギスとその近縁種のシロギスについて、それぞれ下記の要領で比較を試みた。 
各種の展鰭した標本ならびに写真資料を作製し、写真撮影後の仮固定した状態の標本につい
て 1個体につき 6–12枚の直接法による魚拓を作製した。それぞれの標本についてはノギスによ
る計測を、写真資料および魚拓については ImageJ を用いた画像解析を行い、標準体長に対する
体高比を算出した。また、側線上方横列鱗数・側線下方横列鱗数・背鰭棘中央下側線上方鱗数に
ついても計数した。これらの計測・計数形質について、標本・写真・魚拓による差異を分析した。 
なお、標本や写真資料については、神奈川県立生命の星・地球博物館に登録・保管し、オリジ
ナルな資料番号を付与した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 「釣具・釣餌店」及び「釣船」において所有されていた魚拓 
調査の結果、「釣具・釣餌店」及び「釣船」の店舗
で保有されている魚拓は 2002 年に作製されたもの
が最頻値を示し、1985 年を境に減少に転じ、50 年
以上を経過するとほとんど発見されない傾向が示
された（右図）。実際に、複数の店主からの聞き取り
からも、紫外線・紫煙・塩分等に長年曝露してきた
魚拓は劣化するため、時間が経過したものや崩壊す
るようなものは廃棄されていくという証言が得ら
れており、「釣具・釣餌店」及び「釣船」での保存限
界が 35–50年程度であることが示唆された。 
また、魚拓の対象となっていた種は、店舗が立地
する地域の釣り対象種と概ね判断され、魚類相を反
映する傾向も認められた。北海道ではイトウ、東京
湾ではアオギス、宮崎県ではアカメの各地の絶滅危
惧種あるいは個体群絶滅したと推察されている種
の魚拓も発見されたが、各種の資源量の動態等を統
計的に評価するほどのデータは収集されなかった。 
魚名や採捕年月日が属性情報として記されてい
ない魚拓もあるだけでなく、魚名が正確ではなかっ
たり魚名が複数種を包含する地方名で記されてい
るものもあったりしたことから、過去の生物分布情
報として取り扱ううえでの課題も見出された。 

 

図．「釣具・釣餌店」及び「釣船」の調査店舗に

おける魚拓の保有枚数と、それに基づく状態空

間モデルによる推計値（点線は 95%CI）。 



(2) 最古級の魚拓資料 
 現在知られている最古の魚拓は、山形県の鶴岡市郷土資料館が所蔵する「錦糸堀の鮒」である
（中嶌，2005）。この他にも、同市の致道博物館や隣接する酒田市の本間美術館において江戸時
代末期から明治期の魚拓が保管されていることは知られていた（e.g., 檜山，1964；清水，1975）。
しかし、これらの最古級の魚拓資料の内訳については、詳細に取りまとめられていなかった。 
 これらの 3 博物館施設、及び致道博物館の学芸部長の紹介によって古い魚拓の保管があると
いう情報を得た酒田市立資料館（計 4館）において、博物館資料として保管されている魚拓を複
写し、それらの属性情報の整理を行ったところ、江戸末期から昭和初期にかけて作製された魚拓
が 450個体以上確認され、1985年以前に作製された魚拓については「釣具・釣餌店」や「釣船」
以外の業態の場所において収集できる可能性が明らかとなった。 
 
(3) 魚拓のみに基づく種同定 
 解像度の高い魚拓（正確に鱗が転写されているもの）については、マダイ・クロダイ・キチヌ
はそれぞれ背鰭棘中央下側線上方横列鱗数によって、アオギスとシロギスは側線上方横列鱗数
もしくは側線下方横列鱗数によって識別されることが明示された。一方、魚拓は写真資料と比し
て色彩情報の不足はもちろんのこと標本との計測・計数値の誤差が大きくなる傾向があり、転写
の質が低い場合や、近似種間で外部形態の計測値が同定形質として重要な種群には、魚拓のみで
の識別が困難となることも示唆された。 
 また、共同研究者に魚拓に残存する DNAの抽出を依頼・試行し、その可能性を追究した。 
 
(4) 魚類のデータベースの科学への貢献可能性 
 「ＷＥＢ魚拓データベース」と同様のシステムを採用している「ＷＥＢ魚図鑑」において、そ
の 2002–2012年の BBSを分析した結果に基づき、市民による当初は科学的な貢献を意図しない
目的によって取得されたデータであっても、科学に貢献できることを示した。また、生物多様性
保全という目的の上では、生物多様性データベースの活用はレッドリストに選定された種より
も外来生物の早期発見でより市民が貢献できることも示した。しかし、魚拓はより古い過去の生
物多様性情報となるため、これとは逆にレッドリスト選定種に関する情報の発見が期待され得
る。 
 
(5) 副次的な効果と普及教育 
 魚拓の作製は教育上の効果が期待される内容として紹介されている教材も存在する（Stokes 
2001；内山・佐名川，2007；Baggett and Shaw 2008）。実際の魚拓作製の試行による魚拓の普及教
育の側面も検討を行ったが、その際の記録は英語論文内における魚拓の紹介に役立った。また、
この試行経験やそこで得られた資料が絵本の付録におけるインタビュー記事の掲載に繋がった
だけでなく、EurekAlert!における論文のプレスリリースの公表や朝日新聞、朝日小学生新聞や日
経新聞に研究成果が取り上げられた際の資料として活用あるいは普及されたりすることに繋げ
ることができた。 
 さらに、釣り雑誌（『つり情報』）や朝日新聞といったマスメディアを介した研究内容あるいは
研究成果の普及の結果、既に個体群絶滅が強く示唆される東京湾産アオギスの採捕地点と年月
日の情報が付随したカラー写真の提供、及び昭和期の魚拓の寄贈を市民から受けるという副産
物も得られた。 
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